
寿都町文献調査報告書の問題点
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岡村 聡（北海道教育大学名誉教授）

寿都町主催シンポジウム シリーズ第２回 /202５.1.２６
専門家と考えよう 地層処分のこと

寿都町と神恵内村の文献調査は、概要調査へ進むための基準が恣意的で偏った
解釈になっており、概要調査の不適地を外すスクリーニングが行われていない。

そもそも文献調査は、既存の文献を精査することにより「リスクの高い部分
や処分地として適さない地点を積極的に調査し排除していく」ための調査であ
るはずである。

しかし文献調査報告書は、その要件を意図的に狭めている。例えば、変動地
形が明らかな活断層が、地質調査や地球物理学的調査の情報がないとして除外
された。沿岸域の海底活断層は、精度の悪い音波探査記録を基に否定された。
低周波地震はメルトの可能性を判断できないとして考慮されなかった。これら
すべてが著しい変動の可能性がないものと判断された。

これらの地下情報は、たとえ現地調査を行ったとしても現在の科学的知見で
は十分解明されえないものが多い＊。能登半島地震における活断層の連動性や
深部流体に起因した群発地震の最新知見に鑑み、より安全性の立場に立ち、す
べてが著しい変動の可能性があるものとして、積極的に排除すべきである。

（＊胆振東部地震の教訓）



地震調査研究推進本部「平成30年北海道胆
振東部地震に関する情報」より

（Iwasaki et al., 2019)

石狩低地
東縁断層

帯

北海道胆振東部地震（M6.7)；2018年9
月6日午前３時７分，石狩低地東縁断層帯
（活断層）の東側約 15km，深度〜
40kmで発生。

→地殻内の活断層が震源ではなく，最上
部マントルの破壊（もろい性質）が原因。
（Iwasaki et al., 2019)
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活断層から遠く離れ、地下
40km深部の震源断層は、地
震発生以前の調査では予測不
可能。

（＊胆振東部地震の教訓）



講演内容

Ⅰ寿都町主催シンポジウムシリーズ第1回の振り返り

1．北欧と日本の地質条件の違い

2．大陸地域での選定基準、特に断層について

3．寿都の岩盤の脆弱性

4．磯谷溶岩は第四紀火山の特徴

Ⅱ文献調査報告書の問題点

1．低周波地震の評価基準と能登半島地震との近似性

2．黒松内低地断層帯（活断層）の評価

3．海底活断層認定の困難性
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Ⅰ寿都町主催シンポジウムシリーズ第1回の

振り返り

1．北欧と日本の地質条件の違い

2．大陸地域での選定基準、特に断層について

3．寿都の岩盤の脆弱性

4．磯谷溶岩は第四紀火山の特徴

4



【全国声明】世界最大級の変動帯の日本に、地層処分の適地はない
ー現在の地層処分計画を中止し、開かれた検討機関の設置をー

ヨーロッパと日本の地質的な違い
（安定陸塊と造山運動）を一部改変

https://chitonitose.com/geo/geo_lessons_craton_orogeny.html
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◆フランス、ドイツ、スウェーデン、
フィンランド等

⇒安定陸塊：数億年前に地震・火山活動
が終わり、安定な地質。

◆日本

⇒新期造山帯：プレートの衝突で、地震
と火山活動が活発なとこ
ろ。変動帯ともいわれる。

⇒太平洋プレートは、年間約10cmのス
ピードでプレート(地層)が動いている。

・地質条件の違いを無視して人工バリア技術で安全性が保障さ
れるとみなすのは論外
・北欧で懸念されている断層の運動は氷床の後退に伴うリバウ
ンドであって、予測が可能。日本の断層運動は予測不可能。
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タイプ 長さ・距離 避けるべき対象幅 (m)

長さ ≥10 km 

3 km ≦ 長さ ≦ 10 km 

100 m ≦ 長さ ≦ 3 km 

A 

B

C 

地層処分場の全域

処分場のトンネルと廃棄物の処分坑

廃棄物の処分坑

>100 m 

>100 m 

大陸地域(北欧・中国など)の地層処分場で避けるべき断層の基準
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→世界基準では、活断層
の有無を問わない。

（前回シンポの振返り）大陸での地層処分は、すべての断
層が評価の基準） 

「10km以上の断層か、12万年～13万年前以降の活
動が否定できない震源として考慮する活断層の断層面

を避ける」

日本の地層処分地のサイト選定基準
（断層）

中国における断層の
基準（左図；Wang
et al., 2018) は 、
フィンランド方式
（参考資料）とほぼ
同様な評価結果とな
る （ Ye et al.,
2021 ）。

Wang et al. (2018)より抜粋
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Ye et al. (2021)より抜粋

フィンランドにお
ける避けるべき断
層長さの基準

処分場オーダー；その範
囲を覆う断層

処分場 トン ネルオー
ダー；3km以上の断層

処分坑オーダー；50m
以上の断層

Tuomas ed. (2012)より抜粋

フィンランド（北欧）では、
氷床の融解によって地殻の上
昇（リバウンド）が起こり、
断層運動にともなう地震が発
生する。

（参考資料）

最終処分場のイメージ（NUMOのHPより）



・(寿都町と神恵内村は、
地層処分候補として）足
を踏み入れてはいけない
地域である。
•きわめて不均質で複雑
な火山岩類からなる。

・少し離れるだけで地質
状況が全く変わってしま
う場合も普通。

・現在の技術ではこのよ
うな地質構造を非破壊で
明らかにすることは困難
である。

千木良雅弘(2023)高レベル放射性廃棄物処
分場の立地選定 –地質的不確実の事前回避-
近未来社 168p

3．寿都の岩盤の脆弱性 寿都の岩盤は全域が強度や透水性が
不均質であり、天然バリアとしては不向き
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岩脈（ニセ枕状溶岩）

水冷破砕岩

ニセ枕状溶岩

海底噴出物＝処分場に相応しくない岩盤の不均質性・脆弱性

◆「水冷破砕岩」が寿都町と神恵
内村の大部分を占める
❶約1千万年前（新第三紀）の海底噴火によっ
て形成された火山岩。

❷土石流による再移動の頻度が高く不均質で

強度が低い

→概要調査でボーリング調査をしても、不均質
な岩盤の空間的広がりの把握は困難

❸マグマの通り道である多数の岩脈は割れ目
が顕著

→岩盤の亀裂が容易に生じ水が通りやすい

→地下水とともに放射性物質が漏れ出すことは
避けられない。

岩盤の産状（寿都半島，弁慶岬）

水冷破砕岩



土石流堆積物（火山円礫岩）
→もろい水冷破砕岩が崩れて積もった
⇒より強度が低い地質

岩盤の産状（寿都半島，弁慶岬） 10

海底噴出物＝処分場に相応しくない岩盤の不均質性・脆弱性



土石流堆積物
（水冷破砕岩の再堆積）

海底火山の噴火モデル（山岸，1994）

【地層処分に足を踏み入れてはいけない理由】
・地層処分場（地下300ｍ以深、6～10km２）の建設は、岩脈
を中心とした無数の海底火山群の断面を掘削する。

→水平・垂直方向の空間的な変化の大きな不均質な岩盤が対象と
なる。

岩脈（マグマの通り道）

水冷破砕岩

水冷破砕岩
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ニセ枕状溶岩

海底噴出物は 処分場に相応しくない岩盤の不均質性・脆弱性

最終処分場のイメージ（NUMO
のHPより）



横から見た地質図

上から見た地質図

青函トンネル地質平面図・断面図（蝦名ほか，応用地質，29，1988）

岩脈（玄武岩）

「岩脈」は水みちの役割

【青函トンネル掘削の事例】（１９８８年開業）
・玄武岩質岩脈は水みちとなり 異常出水事故の原因となった。
・湧水源となった玄武岩の岩脈は、その幅の変化が激しくボーリングでは探知さ
れないことがある（北川・前田， 1988）。

（竜飛作業坑 水深78ｍ、土被り102ｍ）
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概要調査でボーリング調査をしても、不均質な岩盤の空間的広がりの
把握は困難で、強度の低い高透水性岩盤（岩脈など）に遭遇すると、そ
こを回避して調査が進められ、結果として最終処分場としての適否の判
断が最後まで困難であることを示している。⇒「精密調査」への道

12


